


透水マットを貼る範囲

ヘチマロン＃５０２Ｆシリーズは、建設省（現　国土交通省）平成3年通達 経民発第22号　住指発第138号、
建設省（現　国土交通省）建設経済局民間宅地指導室監修「擁壁用透水マット技術マニュアル」基準適合品、
擁壁用透水マット協会の認定品であり、宅地造成地等の擁壁、（宅地造成規制法施行令、都市計画法施工規則、
建築基準法施行令に準拠する擁壁）の裏込め材として栗石・砕石に代わり使用できる透水マットです。
貼り方は擁壁裏面に全面貼り施工です。
なお、この製品は、擁壁高さ（擁壁の地上部分の高さ。見え高さともいう）が５ｍ以下の擁壁のみ使用できます。
詳細については、別冊の「擁壁用透水マット ヘチマロン 技術マニュアル（技術資料編　施工編）」をご用意しておりますので、
ご請求ください。

平成3年　建設省（現　国土交通省）通達 擁壁用透水マット協会　認定書
建設省（現　国土交通省）

　建設経済局民間宅地指導室監修
　擁壁用透水マット技術マニュアル

宅地造成等擁壁用透水マット
国土交通省建設経済局民間宅地指導室監修「擁壁用透水マット技術マニュアル」基準合格品
擁壁用透水マット協会 認定品

#502Fシリーズ

耐圧性に優れています。
　立体網状構造体により、優れた耐圧性能を有します。
　圧力がかかった状態でも、長期間にわたり通水断面を確保できますので、排水能力を保持できます。

排水能力が優れています（大きな空隙率）。
　製品内部には十分な空間（空隙率８０％以上）がございますので、ヘチマロン内に入った水は速やかに排水されます。

軽量ですので、運搬にも設置にも手間がかかりません。
　製品は軽量ですので、取付け施工は簡単に行えます。
　また、現場への納入や現場内での運搬も容易に行え、運搬車両や重機による排気ガスの抑制など、
　環境面にも配慮できます。

工期短縮にもなります。
　透水マットは擁壁裏面全面に一度に取付けることができます。
　作業には重機等を使用せず、人力のみで簡単に施工できます。
　裏込め材に透水マットを使うことにより、従来の栗石・砕石を使用する場合に比べ、
　工程の簡略化と、労働力の軽減が実現できます。

製品は劣化しません（耐薬品性能・耐微生物性能等）。
　ヘチマロン＃５０２Ｆシリーズは、芯材および透水フィルターにポリプロピレンを使用しているので、
　耐薬品性能（酸・アルカリ）および耐微生物性能（カビ等）がございますので、劣化しません。

（a）擁壁の高さが3m以下の場合［全面張工法］
　　注意：行政によって止水コンクリートの設置を義務付けているのでご確認下さい。

①横貼り　※一般的な貼り方です。
最上段は、横一列に502FWN（端末用）を貼り、2段目から最下段までは
502FSN（接続用）を貼ります。

②縦貼り
左端のみ502FWN（端末用）を貼り、その隣の2列目から右端までは
502FSN（接続用）を貼ります。

※透水マットの貼り付け高さが、500mm以下の場合、横貼りで502FWN（端末用）を
　横一列に貼ります。
透水マットの貼り付け高さが、250mm以下の場合は、252FTNを横一列に貼ります。
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製品ラインナップ

擁壁裏面の全面に貼ります。また、透水マットの上端・下端は以下となります。
●透水マットの上端：擁壁の天端もしくは透水マットを貼る側の土の
　　　　　　　　　仕上がりから300～500mm下がった高さ

●透水マットの下端：擁壁の最下部もしくは止水コンクリートの高さ
　　　　　　　　　また、控え壁など擁壁に突起がある部分にも
　　　　　　　　　貼り付けます。
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■ 透水マット
品　番
仕　様

厚み（mm）
幅（mm）
長さ（m）

製品写真

断面図

ヘチマロンの
擁壁への取付方式

接着剤方式
（透水マットに接着剤を塗り、擁壁へ貼ります）

製品名 接着剤 (認定品 )

1本で502FWN／502FSN  3枚貼付分

ファスナー方式
（CMファスナーを接着剤で擁壁へ取付けし、3時間以上の養生後に透水マットを取付けます）

固定金具セット

CMファスナー 170個　スプリングワッシャー 170個
接着剤（品名：PS-100  CMファスナーのコンクリート面取付用）

（1セットで502FWN／502FSN  17枚貼付分）

接着剤方式で使用する接着剤は、カートリッジ
型となっております。使用にはコーキングガン
が必要となりますので、ご用意下さい。

内　容

備　考

■副資材　ヘチマロンの擁壁（コンクリート面）取付用部材

■水抜穴の保護工

CMファスナー
ボンド

スプリングワッシャー
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製品名：水抜穴保護用ネット　水抜穴の透水マットを貼り付ける側へ取付けてください。
φ７５mm用（VP・VU共用）　※他の径もあります。
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